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年金は

　世代問の

　助け合い

保険料納付は

年金受給への

　　スタート
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わ
が
国
の
人
ロ
の
高
齢
化
は
、
21
世
紀
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
予
測

さ
れ
、
核
家
族
化
が
さ
ら
に
進
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
生
活

の
安
定
は
、
ま
ず
所
得
の
保
障
が
最
大
の
課
題
で
、
こ
の
所
得
保
障
の
大

半
を
年
金
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
年
金
制
度
が
健
全
に
長
期
的
に
安
定
し
た
制
度
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
昭
和
61
年
度
に
年
金
制
度
の
大
改
正
が
さ
れ
、
国
民
年
金
は
全
て

の
公
的
年
金
の
基
礎
年
金
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
の
年
金
権
も
保
障
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
平
成
3
年
度
に
は
学
生
も

強
制
加
入
に
な
り
2
0
歳
以
上
の
国
民
の
全
て
が
「
国
民
年
金
」
の
加
入
者

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
年
金
に
未
加
入
だ
っ
た
り
、
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
老
後
に
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
国
民
年
金
は
世
代
間
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
老
後
を
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
も
、
国
民
年
金
を
良
く
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は

　
国
民
年
金
は
、
全
て
の
公
的
年
金

の
基
礎
年
金
と
し
て
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

人
は
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
被
保
険
者
の
種
類
ば
、
次

の
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

懸
第
一
号
被
保
険
者
睡
農
業
や
自
営

業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
と
学
生

総
第
二
号
被
保
険
者
”
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
O
L
な
ど
、
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
や
共
済
組
合
の
組
合
員

懸
第
三
号
被
保
険
者
ー
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

保
険
料
の
額
と
納
付
は

　
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
自
営
業

者
や
そ
の
家
族
、
学
生
は
2
0
歳
か
ら

60

歳
ま
で
の
間
、
保
険
料
を
自
ら
納

め
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
額
は
、
平
成
5
年
度
月
額
1

万
5
0
0
円
で
付
加
保
険
料
と
し
て

月
額
4
0
0
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
二
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
の
掛
金
を
給
料
か
ら
差

し
引
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
国
民
年
金

の
拠
出
金
が
負
担
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

第
三
号
被
保
険
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
な
ど
の
拠
出
金
も
、
合
わ

せ
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め

て
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
は
手
続
き
を

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被

保
険
者
と
し
て
将
来
奥
さ
ん
自
身
の

国
民
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
被
保
険
者
と
し
て
の
手

続
き
を
怠
っ
て
い
る
と
、
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
受
給
期
間
が
不
足
し
て
、
年
金
が

も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

大
変
で
す
。
次
の
場
合
は
忘
れ
な
く

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

嚇
自
営
や
家
事
手
伝
い
の
女
性
が
会

社
員
と
結
婚
し
扶
養
に
な
っ
た
場
合

（
一
号
↓
三
号
に
種
別
変
更
届
け
）

鯵
O
L
を
退
職
し
て
会
社
員
と
結
婚

ま
た
は
共
働
き
の
奥
さ
ん
が
退
職
し

て
ご
主
人
の
扶
養
に
な
っ
た
場
合
（
二

号
↓
三
号
種
別
変
更
）

懸
会
社
員
な
ど
の
ご
主
人
が
退
職
し

た
場
合
、
奥
さ
ん
が
自
営
業
を
始
め

ご
主
人
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
場
合
、

離
婚
し
て
会
社
員
の
妻
で
な
く
な
っ

た
場
合
な
ど
（
三
号
↓
一
号
に
種
別

変
更
届
け
）

麟
ご
主
人
の
扶
養
で
あ
っ
た
奥
さ
ん

が
会
社
な
ど
に
就
職
し
た
場
合
（
三

号
↓
二
号
”
資
格
喪
失
届
け
）

老
齢
基
礎
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免

除
期
間
含
む
）
が
2
5
年
以
上
あ
る
人

が
6
5
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
受
け
ら

2



れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
第

三
号
被
保
険
者
期
間
の
ほ
か
、
制
度

改
正
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
期
間

や
未
加
入
で
も
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
に

合
算
さ
れ
ま
す
。

　
ご
主
人
は
老
齢
基
礎
年
金
と
厚
生

年
金
か
共
済
年
金
を
、
奥
さ
ん
は
老

齢
基
礎
年
金
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
加
入
期
間

の
4
0
年
間
全
て
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
満
額
（
平
成
5
年
度
7
3
万
7

3
0
0
円
）
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
未
加
入
期
間
や
未
納

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
だ
け
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
給
開
始
は
6
5
歳
か
ら
で

す
が
、
早
く
年
金
を
受
け
た
い
人
は

60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
、
繰
り

上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
年
金
額
が
5
8
％
～
8
9
％

に
減
額
さ
れ
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年

金
額
と
な
り
ま
す
。

〈老齢基礎年金額〉（平成5年度）

（60歳までの40年間保険料を納めた場合）

H％減額

20％減額

28％減額

35％減額

42％減額

65歳 満額737，300円

64歳 656，200円

63歳 589、800円

62歳 530，900円

61歳 479，200円

60歳 427，600円

障
害
基
礎
年
金

被
保
険
者
が
ケ
ガ
や
病
気
で
身
体

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

麟
障
害
認
定
日
に
一
級
ま
た
は
二
級

の
障
害
の
状
況
に
あ
る
こ
と

懲
加
入
期
間
の
う
ち
3
分
の
2
以
上

の
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
5
年
度
の
年
金
額
は
▽
一
級

”
92
万
1
6
0
0
円
▽
2
級
”
7
3
万

7
3
0
0
円

遺
族
基
礎
年
金

　
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
ご
主
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
次
の
条
件
を

満
た
す
と
奥
さ
ん
と
子
供
に
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

轡
亡
く
な
ら
れ
た
ご
主
人
の
保
険
料

が
加
入
期
間
の
う
ち
3
分
の
2
以
上

（
免
除
期
間
を
含
む
）
納
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

麟
奥
さ
ん
が
1
8
歳
未
満
の
子
供
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
。

　
〈
子
の
あ
る
妻
が
受
け
る
場
合
〉

磯
妻
と
子
1
人
“
94
万
9
8
0
0
円

轡
妻
と
子
2
人
“
m
万
2
3
0
0
円

　
※
3
人
目
以
降
の
子
に
つ
き

　
7
万
8
0
0
円
加
算

　
〈
子
供
の
み
が
受
け
る
場
合
〉

馨
子
1
人
阿
7
3
万
7
3
0
0
円

懸
子
2
人
甘
9
4
万
9
8
0
0
円

　
※
3
人
目
以
降
の
子
1
人
に
つ
き

　
7
万
8
0
．
0
円
加
算

国
民
年
金
は
互
助
制
度

自
分
の
老
後
に
備
え
て

　
最
近
、
「
公
的
年
金
で
は
不
安
だ
」

「
民
間
の
個
人
年
金
の
方
が
有
利

だ
」
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
不
安
に
思
う
こ
と

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
は
、

働
く
世
代
が
保
険
料
を
納
め
て
お
年

萱∠いとぎほ保険親を免除！

　保険料を未納のままにしておくと、将

来年金が受けられなくなります。しかし、

生活が苦しいなどで保険料が納められな

い人の年金権を確保するため、次のよう

な免除制度があります。

①生活保護による生活扶助を受け

　ている人

②障害墓礎年金か被用者年金の障

　害年金（1級・2級）の受給権者

①所得の少ない人や病気やケガな

　どで経済的に困難な人

②保険料の納付が困難な特別の理

　由のある人

③親元で扶養されている学生で、

　親元の収人がτ定基準以下の人

法
定
免
除

申
　
請
　
免
　
除

免除を受けた期間は

　年金を受けるための資格期闘にはなり

ますが、年金額は通常の3分の1になり

ます。免除された期聞の保険料は、過去

10年以内に限り一定額を加算して納めら

れます。

i　保険料はロ座振替を　　1
」＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　国蝿年金保険料を、毎回金融機関の窓

口に直接持参して納めている方は口座振

替にしませんか。

　毎月のことですから、うっかり納め忘

れたり、忙しくてつい未納にしてしまっ

たりすることがありませんか。未納のま

まにしておくと、将来年金が受けられな

くなったり、減額されたりすることがあ

ります。

　口座振替なら、預金残高さえ不足がな

ければ金融機関に出かける手聞も省ける

し、納め忘れの心配もありません。

◆手続き

　銀行や農協の窓口で①預金通帳②通帳

に届出の印鑑③国民年金保険料納付書を

持参して手続きをしてください。

寄
り
の
年
金
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

で
す
。
世
代
と
世
代
が
支
え
合
う
の

で
、
制
度
は
恒
久
的
に
安
定
し
、
将

来
も
確
実
で
す
。

　
そ
し
て
、
運
営
費
は
も
ち
ろ
ん
、

基
礎
年
金
額
の
3
分
の
ー
に
つ
い
て

も
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
個
人
年
金
は
、
掛
金
の
み
に
よ

っ
て
年
金
の
全
額
と
運
営
費
、
保
険

会
社
の
利
潤
を
賄
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
生
活
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。
国
民
す
べ
て
に
共
通
の

制
度
で
す
か
ら
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
公
的
年
金
に
し
か
な

い
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
っ
て
確
実

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
5
年
ご

と
に
、
生
活
水
準
の
向
上
に
合
わ
せ

て
年
金
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
さ

れ
、
所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
、

年
金
も
全
額
が
無
税
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
所
得
保
障
の
基
本

と
な
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。
だ
れ

し
も
が
迎
え
る
老
後
、
6
0
歳
真
近
に

な
る
と
必
ず
話
題
に
な
り
生
活
設
計

の
柱
を
担
う
年
金
。
若
い
う
ち
か
ら
■

加
入
し
、
滞
納
す
る
こ
と
な
く
、
お

年
寄
り
を
支
え
な
が
ら
、
自
ら
の
老

後
に
備
え
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を

十
分
に
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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水
i
の
保
全
『
雪
ダ
ム
』
が
完
成

－
全
国
で
三
か
所
、
豪
雪
地
帯
水
土
保
全
機
能
強
化
モ
デ
ル
事
業
1

　
六
月
二
十
二
日
㈹
、
十
日
町
市
字
池

沢
地
内
（
来
迎
寺
奥
の
沢
）
で
進
め
ら

れ
て
い
た
「
豪
雪
地
帯
水
土
保
全
機
能

強
化
モ
デ
ル
事
業
」
が
完
工
し
、
竣
工

式
が
丸
山
市
長
を
は
じ
め
、
国
・
県
・

市
・
地
元
関
係
者
な
ど
二
十
五
名
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
豪
雪
地
帯
の
雪
を
重

要
な
水
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

水
資
源
の
確
保
・
土
石
流
災
害
の
防
止

と
水
土
保
全
を
目
的
に
、
長
野
県
飯
山

市
・
秋
田
県
・
十
日
町
市
の
全
国
三
か

所
で
林
野
庁
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
工
事
は
新
潟
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、

平
成
二
年
か
ら
三
年
計
画
で
、
一
級
河

川
田
川
の
支
流
池
沢
川
の
流
域
三
五
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
三
億
六
千
万
円
を
投
じ

て
完
成
し
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
、
森

林
の
整
備
、
水
土
保
全
施
設
の
整
備
、

観
測
施
設
の
建
設
を
柱
に
し
た
モ
デ
ル

事
業
で
す
。
水
土
保
全
施
設
の
整
備
は
、

雪
ダ
ム
ニ
基
、
地
下
水
の
か
ん
養
を
ね

ら
っ
た
透
水
ダ
ム
三
基
、
透
水
型
土
留

工
四
基
、
観
測
施
設
と
し
て
量
水
ダ
ム

ニ
基
を
建
設
。
森
林
の
整
備
で
は
、
複

完
成
し
た
雪
ダ
ム

層
林
の
造
成
三
七
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
雪
ダ
ム
は
、
降
雪
と
雪
崩
二

千
立
方
材
の
雪
が
貯
蔵
で
き
、
融
雪
期

に
ゆ
っ
く
り
と
融
か
し
流
れ
出
さ
せ
る

と
と
も
に
土
石
流
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
の
ダ
ム

構
造
で
す
。
量
水
ダ
ム
は
、
水
量
、
水

温
、
P
H
の
計
測
を
目
的
に
整
備
地
区

と
未
整
備
地
区
に
一
か
所
ず
つ
建
設
し
、

観
測
デ
ー
タ
を
比
較
し
な
が
ら
今
後
の

事
業
に
活
用
す
る
観
測
ダ
ム
と
な
り
ま

す
。
森
林
整
備
は
杉
林
の
間
伐
、
枝
打

ち
、

聾

植
林
や
広
葉
樹
林
の
本
数
調
整
、

荒
廃
田
の
森
林
造
成
を
行
い
水
土

保
全
の
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
合
わ
せ
て
、

保
安
林
管
理
道
整
備
事
業
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
治
山
事
業
の
維
持
管

理
と
水
土
保
全
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
車
道
の
開
設
を
図
る
た
め
「
池

沢
線
」
を
新
設
。
延
長
二
二
二
・

ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル

の
全
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ

た
立
派
な
道
路
が
、
二
億
一
千
六

百
万
円
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
克
雪
か
ら
利
雪
へ
と
様
々
な
試

み
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
モ

デ
ル
事
業
の
成
果
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
職
種
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格
〉

■
上
級
・
初
級
一
般
事
務
”
若
干
名

▼
上
級
…
大
学
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、
昭
和

40

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▼
初
級
…
高
校
・
短
期
大
学
・
各
種
学

校
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）
し
た
人
で
、
昭
和
4
7
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
上
級
・
中
級
土
木
”
若
干
名

▼
上
級
…
大
学
の
土
木
系
専
門

課
程
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
中
級
…
短
大
・
高
等
専
門
学

校
・
専
門
学
校
の
土
木
系
専
門

課
程
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
卒

業
者
は
除
く
。

■
上
級
・
保
健
婦
”
1
名

　
保
健
婦
の
免
許
を
有
す
る
人

（
来
春
取
得
見
込
者
を
含
む
）

で
、
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

■
中
級
・
理
学
療
法
士
”
ー
名

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

〈
試
験
期
日
・
試
験
科
目
〉

■
第
－
次
試
験
　
8
月
2
2
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
科
　
目
▼
上
級
（
一
般
事
務
・
土
木
・

保
健
婦
）
、
中
級
（
土
木
）
…
教
養
試
験
、

専
門
試
験
、
作
文

▼
初
級
（
一
般
事
務
・
身
体
障
害
者
）

中
級
（
理
学
療
法
士
）
…
教
養
試
験
、

　～平成6年4月1目採用～

　
理
学
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
人

（
来
春
取
得
見
込
み
を
含
む
）
で
、
昭

和
3
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
初
級
・
一
般
事
務
（
身
体
障
害
者
）

H
l
名

　
高
校
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
し
た
人
で
、
昭
和
38
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
身
体

理
学
療
法
士
は
免
許
証
等
の
写
し

得
見
込
者
は
除
く
）
⑤
身
体
障
害
者
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事
秘
書
係

（
〒
鰯
十
日
町
市
千
歳
町
3
－
3
智

57

1
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
。

作
文

　
※
採
用
職
種
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
試
験
内
容
が
異
な
り
ま

す
。〈

受
付
期
問
・
申
し
込
み
〉

　
7
月
2
6
日
㈲
ま
で
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
　
受
付
時
間
は
、

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
。
（
郵
送
す
る
場
合
は
7
月

26

日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
）

▼
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
次
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
採
用
試
験
申
込
書
（
同
係
に

あ
り
ま
す
）
②
来
年
3
月
卒
業

見
込
者
は
卒
業
見
込
み
証
明
書

③
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

（
卒
業
見
込
者
は
ご
く
最
近
ま

で
の
も
の
）
④
保
健
婦
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取

4



▲
－

「
一
＝

『
＝
n

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・
王
貞
治
、
鉄
腕
・
稲
尾
和
久
、
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
投
法
・
村
田
兆
治
と
い
っ
た
プ
ロ
野
球
往
年
の
大
ス
タ
ー
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
が
、
来
る
8
月
2
9
日
㈲
、
笹
山
野
球
場
に
集
い
ま
す
。
当
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
球
教
室
や
地
元
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
一
般
参
加
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
サ
イ
ン
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
色
紙
・
ボ
ー
ル
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
物
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

囹200勝投手と一騎打ち
　　～ホームラン競争～

　　稲尾・村田・平松といった200勝投手の投げる

　　ボール（5球）をホームランしよう！

　　☆賞　　品二①見事ホームランを打った人に

　　　　　　　は、投手のサイン入りバットを進呈。

　　　　　　　②参加賞として全員に名球会選手のサイ

　　　　　　　ンボール

　　☆募集人員：8名（高校生以上で、高校野球連盟所属

　　　　　　　の生徒を除きます）

囹幸運を射とめよ！的あて競争

　　キャッチャーミット（的）をめがけて、1人2球ずつ

　　投球。見事、ストライクを！

　　☆賞　　品二参加賞として全員に名球会選手のサイン

　　　　　　　ボール
　　☆募集人員二12名（性別・年齢は問いません）

囹申し込み　7月3旧（土）まで。

　　下記のようにハガキで応募してください。

　　参加者は、8月上旬に決定し、各自に直接連絡します。

〕
　
入
場
整
理
券
・
応
募
ハ
が
キ

券
キ

理
ガ
　
は
￥
大
会
事
務
局
．
市
役

整
ハ
　
所
・
各
出
張
所
・
公
民
館
・

場
募

　
　
　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
（
7
月
1
9

入
応

〔
　
日
か
ら
）
に
あ
り
ま
す
。

回区］回團
十
日
町
市
西
本
町
｝
丁
目

　
十
日
町
市
総
ム
ロ
体
育
館

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
実
行
委
員
会
事
務
局
行

参
加
希
望
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
（
○
印
を
つ
け
る
）

①
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争

②
的
あ
て
競
争

・
住
所
　
・
電
話
　
・
氏
名

・
性
別
　
・
年
齢

　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　磁　　　　　　　　　／・欝　　　　　　　／糧　　　　拶礫1
響

演講

題師

　
〈
開
会
式
〉

　
▼
笹
山
野
球
場

　
　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

　
〈
野
球
教
室
〉

　
▼
笹
山
野
球
場

　
　
1
0
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

　
　
日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会

　
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ポ
ジ
シ
ョ

　
ン
別
に
小
・
中
学
生
を
対

　
象
に
実
技
指
導
を
行
う
。

　
〈
講
　
　
演
〉

　
▼
陸
上
競
技
場

　
　
n
時
～
1
2
時

王
　
貞
治
氏
（
予
定
）

「
私
の
野
球
人
生
」

〈
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉

▼
笹
山
野
球
場

①
的
あ
て
競
争

②
2
0
0
勝
投
手
と

13

時
～

一
騎
打
ち

13
時
1
5
分
～

③
親
善
試
合
（
5
回
戦
）
1
3
時
3
0
分
～

　
　
　
　
き
ぬ
の
み
ゃ
こ

名
球
会
と
絹
都
選
抜
チ
ー
ム
と
の
親
善

試
合

④
お
楽
し
み
抽
選
会
（
1
1
時
ま
で
の
入

場
者
を
対
象
）

　
入
場
整
理
券
に
よ
り
抽
選
…
サ
イ
ン

入
り
色
紙
・
ボ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ブ
・
バ

ッ
ト
が
当
た
り
ま
す
。

⑤
そ
の
他

　
会
場
周
辺
で
は
、
雪
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、

ふ
る
さ
と
物
産
コ
ー
ナ
i
、
一
輪
車
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
が
盛
り

だ
く
さ
ん
に
あ
り
ま
す
。

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
螂
　
十
日
町
市
西
本
町
　

　
（
十
日
町
市
総
合
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
盈
騨
ー
9
4
9
①

7
月
1
8
日
◎

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

（
投
票
所
に
よ
っ
て
は
4
時
ま
た
は
5
時
で
閉
鎖
）

入場券はすでに市政事務嘱託員を通じて配布し

てあります。住所・氏名や投票所の場所・時間
を確認して、忘れずに投票しましょう。

■問い合わせ　選挙管理委員会（盈57－3111内
　線501・504・505）へ。保健センター1階です。

5とお∬夢3平成5年7月10日
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’
7
市

⑤
場

7／31
，城ケ丘

　騒のメッカで、翼夏の1愚ざんまい

，
鐙
臼

鞭

　
　
　
　
　
　
露
国
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
雪
ピ
暮
ら
し
を
考
え
続

　
　
　
　
　
砒
、
、
雪
国
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
提
案
し
な
が
ら
、
新
し

　
、
　
　
　
燦
雪
国
の
可
能
牲
を
追
い
求
め
て
き
た
克
雪
・
利
雪
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
．
．
痂
欝
、
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

雛
羅
ま
た
、
今
年
は
国
土
庁
・
県
と
共
催
し
て
「
利
雪
・

翻
欝
籔
難
鷲
鰹
遜
贈
藤
騰

多
臨
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

◆7／30⑥午後1時～塒・市民会館（学校町1）

講師＝倉嶋　　厚氏
（理学博士・気象エッセイスト）

演題：暮らしの気象学

■記念講演

／13il？あ〕

　　　講師のプロフィール

　大正13年長野市生まれ。昭和24

年気象庁に入り、予報官となる。昭

和59年気象庁を退職後、NHK解

説員（気象関係担当）として「ニュ

ースセンター9時」などの気象キャ

スターを務める。現在フリーの気象

キャスター・エッセイストとして活

躍中。

【】パネルディスカッション（15：10～17二〇〇）

　テーマ　「雪国・新ライフスタイル考」

　◆コーディネーター二尾島　静氏（新潟日報社論説委員長）

　◆パネラー二水戸部浩子氏（荘内日報論説委員）

　　　　　杉山陸子氏（㈲企画集団ぷりずむ代表）

　　　　　小見美晴氏（随筆家）
　　　　　黒岩卓夫氏（ゆきぐに大和総合病院名誉院長）

　　　　　久保田　周氏（インダストリアルデザイナー）

　　　　　◆7メ31㊤朝10時～夜8時

　　　　、、◇8／1◎朝m時一夕方4時

雪蝶譲
。．・．．．繍繍

、
＼
、
、
ー
拶

謙
叢璽v霧しひ弩　・漁㌔

鞭曜望…．急轟

〈城ケ丘多目的広場＞

㌻

条
雷
過
」

幅

6
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時

　
コ
目
夜
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一
濯
』
時

　
オ
月
醐

8
午

鯛
◆

・場所妻有大橋周辺

繧
皿

嚢◆問い合わせ

大好き夏まつり実行委員会事務局

　〒948十日町市千歳町3－3市役所内

　　　智57－3111内線234・235

橋

仮装人間バン馬
力自慢の仮装人間が、川原でバン馬（重い荷ゾリ）

をひき、スピードとユニークさを競います。

■資格1チーム5人（16歳以上で男女は問い
ません）

■参加費　1，000円（保険料含む）

■申し込み　7月20日㈹までに事務局へ。

妻有大橋上で、長さ250mの大綱を、十日町市

民と川西町民がそれぞれ150名ずつ参加し、綱

引きを競います。

■資　格　16歳以上の綱引き大好き人間

■日　程　集合2時、開始3時

■申し込み　7月20日（幻までに事務局へ。

灘
灘

鷲
鴇

響繭翻罪

繋
盛
大
好
獣
大
好
き
響
・
難

難
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
自
然
と
情
熱
的
な
次
々
が
住
み
継

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
“
妻
有
地
域
”
。
こ
の
地
域
に
ぽ
．
信
濃
鋼
。

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
・
織
物
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゼ
し
認
、
塞
叢

　
　
　
　
　
灘
雛
　
づ
く
り
に
燃
え
る
多
く
の
情
熱
駒
な
火
々
な

∞∞

　
　
　
　
　
．
盤
　
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
数
多
く
の
財
産
輝
あ

欝
　
　
　
　
簸
、
　
り
ま
す
。
こ
の
財
産
を
誇
り
、
全
国
に
R
R

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
た
め
昨
年
に
引
き
続
き
閣
弐
揺
誉
夏
塞

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
翻
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大綱引き大会

◆妻有牛の丸焼き

◆魚のつかみ取り

ニジマス2万匹放流

1人二500円（花火券；を買った人は1回無料）

◆妻有大橋おもしろミニ電話局

◆ステージショー

アマチュアバンド、郷土芸能など各種ショー

◆少年野球交流試合

◆県警交通指導車「ゆきつばき号」

～腹話術・楽しい○×ゲーム～

妻有大橋大花火夜8＝00～

全長399．2mのナイヤガラ花火や打上花火、スター

マインなど華麗な花火ショーを演出します。

◆花火券販売　個人一口：1，000円

　　　　企業・団体一口：10，000円
◆申し込み　7月21日㈱までに事務局へ。

手作り「いかだ」コンテスト

手作り「いかだ」の奇抜さ、

ユニークさ、美的センスなどを

競います。参加制限はありませ

ん。

■ところ　妻有大橋上流

■参加費　1，000円（保険料含む）

■申し込み　7月23日㈲までに

　　　事務局へ。

出店も

たくさん

あるよ！

信濃川写真コンテスト

◆応募対象　信濃川を題材に撮影した写真であれば、

　　　全て対象です。
◆応募資格　キャビネ版とし、ネガを添えて応募し

　　　てください。
◆応募方法　8月25日㈱までに作品の裏面に題名・

　　　氏名・住所・電話番号を記入し事務局

　　　へo

7髭罐2麟離叢　i雫成5年7月鞠日
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》一’．ノ乙・1も

　普段着による
　　　　安全水泳指導
～水沢小でめずらしい着衣水泳～

北信越を制覇した女子と準優勝に輝いた男子

十高女子空手道部
　北信越大会で2連勝
　～男子も大健闘し準優勝～

　
六
月
二
十
五
日
働
水
沢
小
学
校
（
高
橋
義
平

校
長
・
児
童
数
三
七
九
人
）
で
は
、
水
泳
の
安

全
指
導
の
一
つ
と
し
て
着
衣
を
付
け
た
ま
ま
の

水
泳
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
同
校
は
夏
休
み
を

前
に
、
水
難
事
故
の
恐
し
さ
を
子
供
た
ち
か
ら

体
験
し
て
も
ら
い
、
心
構
え
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
計
画
し
て
今
年
で
四
回
目
。

　
梅
雨
の
あ
い
間
の
夏
空
の
中
、
全
校
児
童
は

き
れ
い
に
洗
濯
さ
れ
た
普
段
着
と
ズ
ッ
ク
で
プ

ー
ル
に
入
り
、
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
背
泳
ぎ
」
を
試

し
た
り
、
水
の
中
で
の
動
き
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。
「
プ
ー
ル
で
の
水
に
対
す
る
考
え
方
も
変

わ
っ
て
き
た
。
生
活
の
中
で
身
を
守
る
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
高
橋
校
長
は
着
衣
水

泳
の
意
義
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
北
信
越
高
校
総
合
体
育
大
会
の
空
手
道
競
技

会
が
六
月
十
九
日
ω
・
二
十
日
㈲
の
両
日
、
長

野
県
上
田
市
で
開
か
れ
、
十
日
町
高
校
女
子
は

団
体
組
手
で
二
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
優
勝
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
三
年
生
で
、
長

船
恵
美
さ
ん
、
根
津
明
子
さ
ん
、
中
林
由
絵
子

さ
ん
、
水
落
雅
美
さ
ん
、
尾
身
優
子
さ
ん
の
五

人
。
準
決
勝
は
高
田
高
校
に
四
対
一
。
決
勝
戦

で
は
見
事
な
気
力
と
気
迫
で
長
野
県
の
松
商
学

園
に
四
対
一
と
圧
勝
し
、
安
定
し
た
力
で
栄
冠

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
県
大
会
で

三
位
と
な
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
逃
し
ま
し

た
が
、
今
大
会
で
雪
辱
を
果
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
子
は
準
優
勝
と
大
健
闘
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ヘ
の
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。夏休みの水難事故防止、普段着による水泳指導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
か
た

昔
の
お
城
と
館
め
ぐ
り

　
文
化
財
は
地
域
に
残
さ
れ
た
宝
物

で
す
。
博
物
館
と
友
の
会
で
は
、
そ

の
宝
物
を
郷
土
の
明
日
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
く

勉
強
し
て
も
ら
お
う
と
、
昔
の
お
城

と
館
め
ぐ
り
を
企
画
し
ま
し
た
。
郷

土
の
歴
史
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
集
　
合
　
市
博
物
館

■
内
　
容
　
①
説
明
…
昔
の
お
城
と

　
館
（
丸
山
克
己
先
生
）

　
②
城
跡
め
ぐ
り
…
大
井
田
城
跡

　
※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
見
学
。

■
対
象
小
学
校
5
・
6
年
生

イベント用テント寄贈

■
定
　
員
　
3
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第

一
騰
闘
ま
騨
館
（
欝
－
5
5

3
1
）
へ
。

大井田城跡復元模型

を早速大好き

各種イベント

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
カ

　
　
　
　
た
　
　
　
　
テ

新
市
会
し
年
て
の
る

　
　
　
員
ま
元
し
こ
す

　
　
　
委
し
成
と
　
　
用

　
　
　
　
曽
平
団
　
　
使

ビ
月
実
寄
　
援
で

ン
　
　
　
を
　
　
応
会

　
　
　
つ
　
　
社
の
員
つ

キ
長
ま
間
同
町
委
ま

　
社
雪
　
　
　
日
行
夏

8
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世界選手権を目指して練習に励む女子選手

塩ノ又の「桜花レスリング道場」で

　　　　　世界選手権を目指す

～全日本女子選手など強化合宿でにぎわう～

　
塩
ノ
又
に
あ
る
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
に
七

月
二
十
三
日
か
ら
六
日
間
、
全
日
本
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
が
強
化
合
宿
に
や
っ
て
き
ま
す
。

桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
が
で
き
て
今
年
で
三
年

目
。
以
来
、
・
メ
ダ
リ
ス
ト
や
全
日
本
級
選
手
が

訪
れ
、
地
元
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
女
子
の
ほ
か
、
警
視
庁

（
8
月
4
～
7
日
）
、
日
大
（
8
月
9
～
1
5
日
）
、

少
年
レ
ス
リ
ン
グ
（
8
月
2
0
～
2
2
日
）
が
強
化

合
宿
に
や
っ
て
き
ま
す
。
世
界
選
手
権
を
目
指

す
一
流
選
手
の
練
習
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
八
月
六
日
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ラ
ー
ヴ
ィ
ッ

ク
で
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会
が
開

か
れ
、
団
長
以
下
十
九
名
（
選
手
九
名
）
が
参

加
し
ま
す
。
そ
の
選
手
団
長
に
連
盟
副
会
長
の

丸
山
秀
二
氏
（
稲
葉
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

76

〈材料〉

あさづき（皮をむいたもの）

…2kg
みそ…1．2k9

砂糖…2409
みりん…大さじ12杯

削り節…1009

せ
そ

わ
み

ム
ロ

山ロ久子さん

（曇鼻蒼講）

　
あ
さ
づ
き
が
苦
手
な
方
も
ど
う
ぞ

　
あ
さ
づ
き
の
季
節
に
な
る
と
毎
年
作

る
我
が
家
の
味
で
す
。
一
晩
水
に
つ
け

る
だ
け
で
、
臭
み
が
ぬ
け
、
歯
ご
た
え

も
よ
く
な
り
、
い
く
つ
で
も
食
べ
ら
れ

ま
す
。
お
酒
の
お
つ
ま
み
や
、
お
弁
当

の
お
か
ず
に
お
す
す
め
の
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
あ
さ
づ
き
の
皮
を
む
く
．

（
ざ
る
の
中
で
米
を
と
ぐ
よ
う
に
洗
う

と
き
れ
い
に
む
け
る
）

②
①
の
あ
さ
づ
き
を
ざ
る
に
上
げ
、
ふ

き
ん
で
水
分
を
よ
く
と
る
。
（
水
分
が
残

っ
て
い
る
と
柔
ら
か
く
な
る
）

③
合
わ
せ
み
そ
は
、
少
し
ず
つ
材
料
を

加
え
て
好
み
の
味
に
作
る
。

④
③
の
中
へ
あ
さ
づ
き
を
入
れ
、
よ
く

混
ぜ
合
わ
せ
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。
（
一
晩

で
食
べ
ら
れ
る
が
、
一
番
お
い
し
い
の

は
三
か
月
位
漬
け
た
も
の
）

　
『
わ
が
家
の
味
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
一
品
を
紹
介
し
て

み
た
い
方
は
、
総
務
課
文
書
広
報
係

へ
ご
｝
報
く
だ
さ
い
。

きし墜
みん蔓

　　表装趣昧の会
（先達金沢武久、代表村山集徳）

瓢
・

　
読
ん
で
字
の
通
り
表
装
に
興
味
を
持

っ
て
、
何
と
か
一
本
の
軸
に
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
集
ま
っ
て
い

る
仲
間
で
す
。

　
十
年
以
上
も
前
で
す
が
、
上
村
誠
作

水
沢
地
区
公
民
館
長
さ
ん
の
時
、
地
区

文
化
祭
の
折
に
拓
本
の
粗
末
な
軸
を

四
・
五
本
並
べ
て
供
覧
に
付
し
ま
し
た
。

そ
の
折
目
に
止
ま
り
、
来
年
か
ら
仲
間

を
募
っ
て
一
緒
に
仕
事
を
し
よ
う
で
は

な
い
か
と
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
公
民
館
事
業
の
一
つ
に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
製
作
は
一
年
に
一
本
、
多
く
て
二
本

で
す
が
二
本
作
る
の
は
大
変
な
苦
労
で

す
。
月
二
回
第
二
・
四
水
曜
日
に
水
沢

地
区
公
民
館
に
集
ま
つ
、
午
後
七
時
か

ら
二
時
間
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
自
筆

（
書
）
が
主
で
、
な
か
な
か
立
派
な
作
品

が
集
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
一
層
真
剣

を終わり、仮張り作業に励む会員

で
す
。
そ
の
完
成
時
は
、
こ
れ
が
自
分
の

書
か
軸
か
、
こ
れ
が
仲
間
の
作
品
か
と
、

目
の
輝
き
が
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
経
費
は
初
年
度
用
具
を
そ
ろ
え
る
の

に
一
万
円
位
か
か
り
ま
す
。
糊
、
切
り

継
、
撫
刷
毛
、
裏
摺
り
、
張
り
板
（
コ

ン
パ
ネ
）
代
等
で
す
。
打
込
刷
毛
は
手

が
出
ま
せ
ん
。
（
一
本
四
・
五
万
～
十
万

円
位
）
そ
の
他
も
代
用
品
で
間
に
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
仲
間
は
三
十
数
名
で
す

が
、
今
年
の
同
期
は
八
名
。
毎
回
協
力

し
て
助
け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
作
業
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
風
帯
付
き
の
軸
に

挑
戦
す
る
人
も
い
ま
す
。
過
去
に
は
他

地
区
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

作
品
（
軸
）
は
地
区
文
化
祭
に
出
品
し

て
、
世
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
金
沢
武
久
（
盈

58

1
2
5
1
5
）
村
山
集
徳
（
費
5
8
1

2
8
8
8
）
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成5年7月10日9とお∬夢3



1

襲
黍
．
馨
，

野

塗
襲
　
　
華

、
、
懸

（
㈱
滝
糠
論
筋
叢
）

村
由
　
紀
さ
ん

簿
騰
鑛
縣
難
鱗
灘
灘

村

竹
　
正
　
行
さ
ん

（
ノ
リ
タ
光
学
㈱
轄
熱
歳
）

！灘灘『『

．、騰撫

義
譲
蒙

鴛
騒
、

鷺

欝籠早蒲あ論言禦欝鰹
　　　　　　．とと、会社にくる荷物の受付などです。

　社るナ明　　　わたしの職場は1人ですが・会社には若い同じ
　の人1日　年頃の人が多いので、休み時間は、ワイワイとお
■推をでの連せ募す十　　しゃべりができて楽しいです・

簸筈蜴躍日鑑閉じこもるのは嫌）照友達とよく
　もてのを　　　　ドフイフに出かけます。スポーツは冬期のスキ
総かいコ担　一だけですが、大勢の友達と行くのは楽しみです。

務ままiフ
馨嘉態團螂灘鍛編蓼め糞騨
広ん人登場1　さびしい感じがします。織物の街らしく、もっと
葎O会駒皆さんが気軽に、きものを着れるイベントを作っ

＿＿＿＿＿＿＿＿、てほしいと思います。

欝繊径灘綴灘概蒔蔽
しました。

　入社して6年目。仕事は、プロジェクションテ

レビという、一般家庭ではあまりなじみがありま

せんが、50インチとかにテレビ画面を拡大する、

レンズのコーティング作業をしています。

　職場は、自分より年上の人だけですが、友達感

覚で話ができ、堅苦しくないのがいいです。

圏味は・サイクリングです・イ中間とレースに参

　　加もしますが、タイムを競ったりではなく、

肌に感じる自然というか、自転車に乗って受ける

風は心地よく、心をうきうきとかき立てます。

團よつと・地味で内向的な騰かもセれません

　　が、休日はクフシック音楽を聴く一とが多い

です。自然派指向なので、四季を実感できる十日

町の自然は、すばらしいと思います。

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
江
戸
川
を

境
と
し
て
東
京
都
と
向
か
い
合
う
千
葉

県
市
川
市
で
す
。
ク
ロ
マ
ツ
の
群
生
す

る
中
、
静
か
に
た
た
ず
む
古
く
か
ら
の

屋
並
み
と
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
増
加
の
一
途
に
あ
る
新
興
住
宅
地

と
の
調
和
が
、
他
に
な
い
景
観
を
見
せ

て
い
ま
す
。
人
口
は
、
約
四
十
三
万
人
、

台
地
と
砂
洲
上
に
開
け
た
市
川
市
の
歴

史
は
古
く
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
三
大

貝
塚
を
は
じ
め
、
万
葉
集
に
歌
わ
れ
た

ま
　
ま
　
　
　
つ
ぎ
は
し
　
　
て
　
ご
　
な

真
間
の
継
橋
・
手
児
奈
で
有
名
な
真
間

の
入
江
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
里
見
公

園
は
戦
国
時
代
の
古
戦
場
で
今
で
は
憩

い
の
場
と
し
て
、
春
の
花
見
シ
ー
ズ
ン

は
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

皇
太
子
殿
下
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
場

所
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
、
宮
内
庁
の

御
猟
場
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
は
、
沼
で
ザ
リ
ガ
ニ
取

り
を
し
た
り
、
江
戸
川
沿
い
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
し
た
り
と
楽
し
い
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

池田貴子さん
　（河内町・28歳）

千葉県市川市

　
東
京
の
高
校
を
卒
業
し
、
隣
の
浦
安

市
に
あ
る
看
護
学
校
に
在
学
中
、
友
達

と
一
緒
に
行
っ
た
北
志
賀
の
ス
キ
i
場

で
、
当
時
大
学
生
の
主
人
と
知
り
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
、
長
距
離
恋

愛
の
後
、
三
年
前
に
結
婚
し
て
、
十
日

町
に
来
ま
し
た
。
最
近
は
、
小
雪
だ
そ

う
で
す
が
、
モ
ノ
ト
ー
ン
の
冬
景
色
は

ち
ょ
っ
と
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
し
ま
す

が
、
雪
ま
つ
り
な
ど
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
参
加
で
き
る
楽
し
い
行
事
が
多

く
あ
り
、
き
れ
い
な
空
気
と
恵
ま
れ
た

自
然
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

廊
’1￥￥

廊

振感県
栃禿県

難
縫
灘轟矯

霧1蝶
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⑱森の保育園

　　　　盤

宮沢貴志くん
　　（5歳）

　ユンボが穴を掘って￥ぼくの家

を広くしてくれたんだ。ぼくも穴

掘りが得意なんだよ。

熱

福原望美ちゃん
　　　（5歳）

　お父さんとお田さんに海へ行く

のをお願いしているの。わたしプ

ールで少し泳げるのよ。

ント麟囲

話レソ2．ン

　　　④

イポ

、

臓
鱒

　
　
子
会

　
員

　
委

潤
育

　
教

ロ
肺

　
　
即

樋
什

　　灘毒謹鑛，塙　　　　今月は実践編として・市内在

　　マークさん
潤二Where　are　you　from？（出身は？）

Mark二IcomefromLondon，England．（イギリスのロ
　ンドンです。）

潤：How　long　have　you　been　in　Tokamachi？　（十日

　町に来てどのくらい？）
　　　　　　　　わ　のM二Around　4　months．（約4か月です。）

潤二Where　do　you”ve？（お住まいは？）

M二In　Eki－dori．（駅通りです。）

潤二What　do　you　do？（お仕事は？）

M：lamanartist，workingwithphotography、My
　wife，Kayu　and　I　first　met　in　art　co”ege　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　げロ　の　Wimbledon（England）around4years　ago．We
　　　　　　　　　　　　　　　　　　もトぼ　　　　were　married　in　Tokamachi3　weeks　ago．（私
　は芸術家で、写真の仕事をしています。妻の可祐とは、

　イギリスのウィンブルドンにある美術の大学で、4年ほ
　ど前に知り会ったんです。3週間前に十日町で結婚しま

　した。

？閏：Oh，congratulations！
（それはおめでとうございます。）

M二Thankyou．lamveryhappytobeinTokamachi．
　This　is　my　second　time　to　Japan．On　my　first

　visit　I　stayed　in　Yamanashi－ken．（ありがとうござ

　います。十日町に住めてうれしいです。日本に来るのは

　2回目で、最初は山梨県にいました。）

※マークさんと奥様の可祐さんは、英会話指導のボラ
ンティアをしてくださるそうです。対象はどなたでも。
トライしてみたい方は、盈52－2352までお電話を。

β㌧
璽

小

川

定

　
今
な
ん
で
も
し
ら
ん
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
の
お
、
昔
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
つ
ら
い
と

思
わ
な
い
ん
で
す
て
。

　
五
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
親
が
み
じ

ょ
が
り
、
あ
ま
り
な
に
か
さ
せ
な
か
っ

た
ん
だ
ど
も
、
小
学
校
の
六
年
生
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

か
ら
学
校
か
ら
く
る
と
、
近
く
の
撚
屋

に
見
習
い
に
行
か
さ
れ
、
よ
く
ザ
グ
リ

取
り
を
し
ま
し
た
て
。
高
等
科
に
も
行

っ
た
ど
も
、
親
に
「
勉
強
は
し
ら
い
ら

ね
え
、
学
校
で
た
く
さ
ん
だ
。
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
時
代
で
し
た
て
。

　
体
が
小
さ
く
、
丈
夫
で
な
か
っ
た
も

ん
で
、
商
売
で
も
覚
え
ろ
と
十
五
歳
の

と
き
塩
沢
の
商
店
に
、
年
季
奉
公
に
行

吉
さ
ん

（
高
田
町
1
・
7
9
歳
）

◎

き
ま
し
た
。
飲
み
食
い
だ
け
で
、
盆
暮

れ
に
着
物
一
枚
だ
け
と
い
う
、
た
だ
働

き
同
然
、
今
思
う
と
よ
く
我
慢
し
た
と

思
う
ど
も
、
そ
の
頃
は
、
み
ん
な
そ
う

で
し
た
て
。
年
季
が
あ
け
て
、
の
れ
ん

分
け
し
て
も
ら
わ
ん
な
い
で
、
商
売
に

明
る
い
と
い
う
こ
と
で
本
家
の
す
す
め

か
ら
、
十
日
町
信
用
販
売
購
売
組
合
に

勤
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
こ
の
家

に
婿
に
来
た
ん
で
す
て
。
戦
争
が
終
わ

る
と
、
組
合
が
米
の
強
制
供
出
に
関
係

し
た
て
や
ん
で
退
職
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

て
。
や
め
た
最
初
の
頃
は
、
自
転
車
で

行
商
し
て
ま
し
た
て
。
自
由
に
買
え
な

い
時
代
だ
か
ら
す
ぐ
売
れ
ら
ん
だ
ど
も
、

体
が
ま
い
っ
て
続
か
な
い
も
ん
で
、
家

で
菓
子
類
の
店
を
出
し
て
ま
し
た
て
。

　
家
内
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
始
め
た
民

謡
も
十
六
年
に
な
り
ま
す
て
。
身
が
軽

く
、
じ
っ
と
し
て
ら
ん
が
嫌
い
だ
か
ら

老
人
会
の
こ
と
で
、
と
び
ま
わ
っ
て
ま

す
て
。
出
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
楽
し
み

で
す
て
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
み
ん
な

で
ワ
ァ
ワ
ァ
言
っ
て
、
み
ん
な
で
で
っ

か
い
声
を
だ
し
て
、
笑
っ
た
り
、
し
ゃ

べ
っ
た
り
、
健
康
に
い
い
で
す
て
。

平成5年7月10日77とおガ詐雪
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あ
じ
さ
い
・
弁
天
池

　
　
　
　
　
　
　
撮
　
影
会

■
と
　
き
　
7
月
1
8
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
n
時
3
0
分
（
弁
天
池
）

　
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分
（
あ
じ
さ
い

　
　
公
園
）
　
小
雨
決
行

■
と
こ
ろ
　
弁
天
池
（
六
箇
・
ニ
ツ
屋
）

　
　
あ
じ
さ
い
公
園
（
八
箇
・
落
之
水
）

■
モ
デ
ル
　
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
市
役
所
内
智
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

　
※
撮
影
し
た
作
品
は
、
第
1
5
回
十
日

　
町
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

　
し
て
く
だ
さ
い
。

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
　
5
周
年
記
念
大
運
動
会

　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
、
市
民
体
育

館
で
行
っ
て
い
る
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

が
、
今
年
で
5
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
大
運
動
会
を
行
い
ま

す
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。

目
と
　
き
　
7
月
1
8
日
㈲
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
（
学
校
町
1
）

■
参
加
費
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
盈
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

立
山
三
山
縦
走
登
山

■
と
　
き
　
7
月
2
4
日
ω
・
2
5
日
㈲

　
1
泊
2
日
　
出
発
口
午
前
5
時

■
コ
ー
ス
　
十
日
町
発
ー
美
女
平
－
⊥
至

堂
－
雄
山
ー
内
蔵
助
小
屋
㈲
　
内
蔵

助
小
屋
ー
室
堂
ー
称
名
滝
－
十
日
町

着
■
参
加
費
　
大
人
　
2
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
子
供
　
2
0
、
0
0
0
円

■
定
　
員
　
5
0
名

■
参
加
者
会
議
　
7
月
1
5
日
㈲
午
後
7

時
3
0
分
　
十
日
町
市
公
民
館

※
参
加
費
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
十
日
町
市
公
民
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
お
だ
ま
き
山
の
会
宮

沢
健
二
（
小
黒
沢
・
5
8
－
2
9
6
5
）
へ
。

、
、
撚
羅
嫁
簾
灘
饗
鰯
鱒
燃
纏
灘
盤
獺
難
務
獲
雛

町
内
対
抗
市
長
杯

　
　
　
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

■
と
　
き
　
7
月
下
旬
～
8
月
中

■
と
こ
ろ
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
総

合
公
園
野
球
場

■
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
す
る
一
般

市
民

・
チ
ー
ム
編
成
　
①
町
内
単
位
か
近
隣

町
内
と
で
編
成
②
ー
チ
ー
ム
監

督
・
主
将
を
含
め
1
5
名
以
内
　
③
4
0

歳
以
上
2
人
・
4
8
歳
以
上
1
人
常
時

出
場
　
④
連
盟
単
独
チ
ー
ム
は
出
場

　
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
　
ー
チ
ー
ム
6
、
5
0
0
円

　
（
2
回
戦
以
降
後
日
精
算
）

■
抽
選
会
　
7
月
2
1
日
㈱
　
午
後
7
時

　
総
合
体
育
館
会
議
室
（
参
加
費
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
　
7
月
1
7
日
d
P
ま
で
に
総

　
合
体
育
館
へ
。

市
民
水
泳
竸
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

■
と
　
き
　
8
月
8
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
開
会
式
一
午
前
9
時

■
と
こ
ろ
　
西
小
学
校
プ
ー
ル

■
種
目
①
競
泳
の
部
（
各
男
子
・

　
女
子
）
▼
小
学
4
年
生
ま
で
…
自
由

　
形
、
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5

　
折
）
▼
5
・
6
年
生
の
部
…
自
由
形
、

　
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
5
0
材
）

　
▼
中
・
高
校
生
の
部
…
自
由
形
、
平

　
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
5
0
材
）

　
▼
一
般
の
部
…
自
由
形
、
平
泳
、
背

泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
層
、
5
0
材
）

　
▼
一
般
（
4
5
歳
以
上
）
の
部
…
自
由

　
形
、
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5

ど②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
…
宝
さ

　
が
し
、
百
㌶
リ
レ
ー

　
※
一
人
2
種
目
以
内
と
す
る
。
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
は
除
く
。

■
資
　
格
　
市
内
に
在
住
す
る
人
、
勤

務
す
る
人
。

■
参
加
費
　
一
人
2
0
0
円

■
申
し
込
み
　
7
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
か
ス
イ

　
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
5
8
－
3
3
4

3
）
へ
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
竸
技
大
会

■
と
　
き
　
7
月
1
7
日
d
b

　
　
　
　
　
競
技
開
始
”
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
種
　
目
　
▼
男
子
　
百
材
（
中
学
・

　
一
般
・
壮
年
）
四
百
材
（
中
学
・
一

　
般
）
千
五
百
材
（
中
学
・
一
般
・
壮

　
年
）
五
千
材
（
中
学
・
一
般
）
走
高

　
跳
（
中
学
二
般
）
走
幅
跳
（
中
学
・

　
一
般
・
壮
年
）
砲
丸
投
（
中
学
・
一

　
般
・
壮
年
）
▼
女
子
　
百
材
（
中
学
・

　
一
般
）
八
百
層
（
中
学
・
一
般
）
走

　
高
跳
（
中
学
・
一
般
）
走
幅
跳
（
中

　
学
・
一
般
）
砲
丸
投
（
中
学
・
一
般
）

　
※
一
般
は
高
校
・
壮
年
を
含
み
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

　
に
在
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤
し
て
い

　
る
人
。

■
参
加
費

　
中
学
生
…
一
種
目
に
つ
き
3
0
0
円

　
一
　
般
…
一
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

■
申
し
込
み
　
7
月
1
4
日
㈱
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館
内
体

　
育
協
会
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
事

務
局
へ
。

水
沢
地
区
ラ
ジ
オ
体
操

　
　
　
　
　
　
千
人
集
会

■
と
　
き
　
7
月
2
5
日
㈲

午
前
7
時
5
分
”
開
会
式

　
　
　
7
時
1
0
分
一
ラ
ジ
オ
体
操

　
　
　
7
時
3
0
分
”
地
区
民
運
動
会

■
と
こ
ろ
　
水
沢
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
　
水
沢
地
区
公
民
館

　
（
盈
5
8
1
3
1
0
1
）
へ
。

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
～
7
月
1
7
目
㈲
か
ら
～

　
7
月
1
7
日
か
ら
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
幼
児
・
小
学
生
が
入
場
す
る
場
合
は

保
護
者
と
一
緒
で
な
い
と
入
場
で
き
ま

せ
ん
。
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
時
　
時

　
ア
　
　
　
　

　
後
後

　
午
午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
～
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
時
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

枷
枷
　
　
　
　
　
　
　
｝

午
午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

㊧
⑳
　
　
　
　
　
纏

12

3ー

　
　
　
　
　
　
ル

87

87

　
　
　
　
　
。
一

　
～
～
　
　
　
　
　
　
　
フ

㊤
⑥
　
　
　
　
　
　
　
民

”
1
3
　
　
　
　
　
　
　
市

万
田

市
民
プ
ー
ル

　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

■
資
格
高
校
卒
業
以
上
の
学
生
・

　
生
徒
で
健
康
な
泳
げ
る
人

■
勤
務
条
件
　
①
賃
金
は
時
給
㎝
円
②

　
早
番
・
遅
番
の
2
交
替
制
③
休
日
は

　
原
則
と
し
て
7
日
間
に
一
度
。

■
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
へ
。

体
育
指
導
委
員
の

『
ラ
ジ
オ
体
操
」
出
前
指
導

　
夏
休
み
中
、
体
育
指
導
委
員
が
ラ
ジ

オ
体
操
の
出
前
指
導
を
し
ま
す
。
町
内

や
学
校
単
位
で
希
望
日
の
2
週
間
前
ま

で
に
、
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

入場券 一艇高校 小・中学生 幼児

1回券 200円 100円 50円

11回券 2，000円 1，000円 500円

市民プールで販売しています

ブ2

　あじさい公園（落之水地内）では、「あじさいまつり」の期間中、

公園内の一部でライティングを行っています。夜の世界に浮かび

上がる幻想的な景観をお楽しみください．



☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆・・・…市役所は盈57－3111●●●●●●

健
康
体
力
相
談

■
と
　
き
▼
7
月
1
9
日
㈲
午
後
7
時

　
～
9
時
・
野
中
麗
永
先
生
（
十
日
町

病
院
内
科
医
長
）
「
肥
満
・
息
切
れ
・

成
人
病
の
予
防
」
▼
7
月
2
6
日
㈲
午

後
7
時
～
9
時
・
川
崎
信
夫
先
生
（
ス

ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
i
）
「
運
動
不
足
の
解

消
、
効
果
的
な
体
力
づ
く
り
」

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
相
談
料
　
無
　
料

■
申
し
込
み
　
各
相
談
日
の
1
週
間
前

に
総
合
体
育
館
へ
。

ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク

■
と
　
き
　
7
月
2
1
日
㈹
・
2
8
日
㈱

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

指
導
員
”
関
口
陽
子
氏
（
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
）

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

・
内
　
容
　
①
体
脂
肪
率
、
血
圧
、
心

拍
数
、
体
重
測
定
　
②
測
定
に
も
と

づ
く
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

■
相
談
料
　
無
　
料

■
申
し
込
み
　
各
相
談
日
の
一
週
間
前

ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

救
急
法
講
習
会

■
と
　
き
　
8
月
1
9
日
㈲
～
2
2
日
㈲

　
（
4
日
間
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
　
習
　
救
急
法
概
論
、
包
帯
法
、

止
血
法
、
人
工
呼
吸
法
、
運
搬
法
等

の
理
論
と
実
技

講
師
”
佐
藤
敏
夫
氏
他

薗
参
加
資
格
　
講
習
の
全
日
程
に
参
加

　
で
き
る
人
（
高
校
生
も
受
講
可
能
）

■
定
　
員
　
3
0
名

■
参
加
費
　
5
1
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
実
技
の

で
き
る
服
装
、
昼
食

■
申
し
込
み
　
8
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
赤

十
字
奉
仕
団
十
日
町
分
団
事
務
局

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
智
内
線
珊
）
へ
．

5
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
の
中
学
校
卒
業

　
　
　
　
程
度
認
定
試
験

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
気
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
そ
の
保
護

者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
者
等

に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
行

う
試
験
で
す
。

　
合
格
し
た
人
に
は
、
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
①
就
学
義
務
猶
予
免
除

　
者
で
あ
る
人
②
就
学
義
務
猶
予
免
除

　
者
で
あ
っ
た
人
（
平
成
6
年
3
月
31

　
日
ま
で
に
満
1
5
才
以
上
に
な
る
人
）

■
願
書
受
付
期
間
　
8
月
9
日
㈲
か
ら

　
9
月
8
日
㈱
ま
で
に
新
潟
県
教
育
委

　
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
い
内
容
は
学
校

　
教
育
課
（
智
内
線
謝
・
謝
）
へ
。

医
療
費
助
成
制
度
が

　
　
　
8
月
か
ら
一
部
改
正

　
老
人
医
療
費
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
、
乳
児
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
各
助
成
制
度
が
一
部
改
正

さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は

■
社
会
保
険
加
入
者
も
医
療
費
が

　
　
　
現
物
給
付
に
な
り
ま
す

　
社
会
保
険
加
入
者
は
現
在
、
い
っ
た

ん
医
療
費
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

い
、
領
収
証
明
さ
れ
た
申
請
書
を
市
役

所
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
日
助

成
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
8
月
か
ら

は
医
療
機
関
で
一
部
負
担
金
の
み
支
払

い
、
「
県
単
医
療
費
助
成
金
請
求
内
訳

書
」
を
提
出
す
れ
ば
よ
く
な
り
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
所
持
者
も
重

副交通安全キャンペーン

【】心と時間にゆとりある運転を

　夏は暑さによる疲労や気がゆるみがちで

す。レジャーは余裕　　　ゆ戯　　＿ゆ戯
’『

，．簿y

　　写　　　．警…聖
、」

！

／』

を持って計画し、心

にゆとりを持って運

転しましょう。

（）は累計6月中の交通事故発生

叢　町　村、 発生件数 負傷者数 死者数

＋日町市
平成5年 18（77） 18（81） 1（3）

平成4年 22（70） 25（78） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成5年 6（43） 6（54） 0（2）

平成4年 8（51） 9（61） 0（0ン

計
平成5年 24（120） 24（135） 1（5）

平成4年 30（121） 34（139） 0（1）

　　　　　見通しの良い直線道路

　劉　　　　　　　で追突事故
　　藍
　　　　　6月15日（火》、午前11時30分こ

　　　　ろ、下条新光寺地内の国道で、

54歳の男性が運転する普通ライトバンが

対向車に気をとられ、前方に停まってい

た84歳男性の耕うん機に追突し、耕うん

機の男性が死亡しました。運転者は、細

心の注意で運転しましょう。

　　ご協力ありがとうございました

　　「緑の羽根』募金

　　募金額　1、493，594円
　　〔　　家庭募金　　　1，198，407円

　　街頭募金等　　　295，187円

　4月から5月にかけて「緑の羽根」募金

が行われ、多数の皆さんからご協力いただ

き目標額を達成することができました。

　この募金は新潟県国土緑化推進委員会に

納められ、緑化推進のための各種イベント

等の助成などさまざまな活動に役立たせて

いただきます。

　ご協力たいへんありがとうございました。

　
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

　
対
象
に
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛

　
生
係
（
智
内
線
鵬
）
社
会
福
祉
事
務

　
所
援
護
係
（
智
内
線
鵬
）
へ
。

米
に
ま
つ
わ
る

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
思
い
出

　
　
　
　
　
　
作
文
募
集

　
米
の
消
費
拡
大
を
ね
ら
い
に
、
米
に

ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

心
に
残
る
思
い
出
の
作
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
原
稿
用
紙
に
2
0
0
字

　
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生

　
年
月
日
を
明
記
し
、
8
月
1
9
日
㈲
ま

　
で
に
農
林
課
農
業
振
興
係
ま
で
送
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
（
智
内
線
識
・
鵬
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者

　
　
　
　
　
保
安
講
習
会

　
危
険
物
取
扱
者
は
、
法
で
定
め
る
期

間
内
に
保
安
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
免
許
は
減
点
制
度
で
3
年

間
に
2
0
点
減
点
す
る
と
免
許
が
取
り
消

し
に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
安
講
習
を
受

け
な
い
時
も
減
点
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

昌
と
　
き
　
8
月
2
3
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
申
し
込
み
　
7
月
2
3
日
働
か
ら
3
0
日

　
働
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
（
豊
5
7
1
1
5
5
5
）
へ
。
申
請
用

　
紙
も
同
本
部
に
あ
り
ま
す
。
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●
■
且

　
　
　
h

　
荒
み
こ
し
の
名
で
も
知
ら
れ
る
十

日
町
諏
訪
神
社
の
み
こ
し
は
、
数
少
な

い
正
八
面
体
の
構
造
で
、
手
の
こ
ん

だ
精
巧
な
つ
く
り
で
壮
重
感
の
あ
ふ

れ
る
み
こ
し
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
み
こ
し
は
京
都
の
宮
殿
師
「
竹

内
平
四
郎
」
の
作
で
、
同
じ
く
京
都

の
「
岐
阜
屋
茂
兵
衛
」
の
世
話
に
よ

り
一
九
八
年
前
、
寛
政
七
年
（
一
七

九
五
）
七
月
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

旧
暦
で
は
七
月
二
十
六
・
七
日
が
祭

礼
で
あ
っ
た
か
ら
祭
礼
に
間
に
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
み
こ
し
の
屋
根
が
ど
ん
な
立

派
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
求
め
て

か
ら
四
十
二
年
後
の
天
保
八
年
、
三
・

四
月
こ
ろ
夜
盗
が
忍
び
込
み
、
屋
根

板
金
が
す
っ
か
り
は
ぎ
取
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
屋
根
板
金
が
ど
ん
な
板
金

で
あ
っ
た
の
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い

が
夜
盗
の
目
に
と
ま
る
板
金
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　
町
で
は
早
速
、
．
お
祭
り
に
間
に
合

う
よ
う
柏
崎
大
久
保
の
「
い
も
じ
邦

四
郎
」
に
復
元
を
依
頼
し
て
い
る
。

邦
四
郎
の
見
積
り
は
板
銅
一
四
枚
一

両
一
分
、
金
箔
一
両
二
朱
、
手
間
六

十
人
と
工
料
合
わ
せ
二
両
一
分
一

灘
灘
灘
纏
灘
懸
獺
灘
欝

　
諏
訪
神
社
お
み
こ
し
の
災
難
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

1

朱
、
飯
料
一
両
二
分
、
締
め
て
六
両

三
朱
で
あ
っ
た
。
邦
四
郎
は
原
村
の

文
多
郎
を
宿
と
し
て
復
元
に
と
り
か

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
細
工
に
と
り
か

か
っ
て
み
る
と
予
定
に
な
か
っ
た
飾

り
や
細
か
い
部
分
を
要
し
、
細
工
に

も
思
わ
ぬ
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
邦
四
郎
は
一
両
二
分
の
増
金
を

申
し
出
た
が
半
分
に
値
切
ら
れ
て
い

る
。
金
額
を
現
代
価
格
に
換
算
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
思
わ
ぬ
大
金
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
み
こ
し

は
明
治
二
十
七
年
に
修
繕
を
加
え
、

昭
和
五
十
四
年
に
解
体
補
修
が
な
さ

れ
て
い
る
。

纒　　　　　　　　　　　　　　　　灘灘

諏訪神社のおみこし（修理前）

　　蹴　鰭　聾灘轍

鐘
　
　
　
　
　
　
奪
　
　
　
　
嚢

窪
　
　
　
　
　
　
　
緊

塗
姦

禰

＝7

1雄しべ→　　　　　　u舜⑯
激　　雌　　　　　　　7》》’）
嶽　累
1　　　、　　　　　　　　　　クガイソウ譲　　　←ほつ

1　　林のふちや草原に生える多年草。草丈120cm内外となり、葉は
　

蓮　節ごとに3～8枚輪生します。茎の先に小さな花が密集してつ

　　き、下から上に咲き上がっていきます。1つの花を見てみると、

　　初め雄しべだけが花の外へ伸びて花粉をまき散らし、花粉がな

　　くなったころ雌しべが伸びて他の花から花粉をもらいます。自

　　家受粉を防ぐための巧妙なしくみなのです。
鶴

　　　葉のつき方が仏像の飾りの天蓋を想像させ、それが幾重にも
　　　　　　　　　　　　　　　　くがいそう
　　重なって茎についていることから「九蓋草」と名付けられまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くかいそう　　た。また、階段状についた輪生葉という意味から「九階草」、花

　㈹十日町青年会議所が主催した、第

2回信濃川クリーン作戦が親子連れな

ど250人の市民が参加して行われました。

快晴に恵まれた中、参加者は汗だくに

なりながら、妻有大橋から十日町橋ま

での間を清掃し、空き缶など2tトラ

ック3台分のごみを拾いました。中に

住宅廃材の不法投棄が発見され、モラ

ルの低さが話題となっていました。

　　　雨愈動奪
　　　　．㈱，麟麟灘灘獲
讃難・鰯P1『纈，解懸撫茎鱒麟欝き襯

　　　鶴灘驚麗鹸繍戴難．鋸嚢麟

　　　欝観『『圏，㈱戴蓬蕪一綴

i繊撞轍数難、纏1鑛騒　・磁穏欝織糠

罐
編
集
後
記

　
本
格
的
な
梅
雨
期
を
迎
え
、
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
雑
草
の
勢
い
の
良
い
の
に

は
驚
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
季
節
体
調
を

く
ず
さ
れ
る
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
の

で
、
健
康
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　
先
日
、
泊
ま
り
掛
け
の
同
級
会
に
出

席
し
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
三
十
年
振

り
に
会
う
顔
に
し
ば
ら
く
戸
惑
う
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
同
級
生
の

こ
と
、
す
ぐ
に
う
ち
解
け
、
懐
か
し
い

学
校
時
代
ヘ
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
。
時

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

　
市
の
住
民
健
診
も
始
ま
り
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
良
い
機
会
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
㊥
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